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【背景・目的】 肘尺側側副靭帯（UCL）の前斜走線維（AOL）
と後斜走線維（POL）の制動機能に関しては、肘屈曲位や

伸展位、全可動域を制動するなど異なる見解が報告されて

いる。この原因として、UCL や前腕屈筋群共同腱（CT）
を含めた肘内側の解剖学的特徴が十分に検証されていな

いことが問題点として考えられる。そこで、本研究は基礎

研究として UCL および CT の形態学的特徴を明らかにす

ることを目的とした。 
 
【方法】 対象は、固定遺体 31 体 56 肘とした。CT の検

証に関しては、CT が残存していた固定遺体 23 体 34 肘を

対象とした。AOL・POL・CT の Type 分類は、AOL は

POL または関節包との位置関係、POL は関節包との位置

関係、CT は AOL との位置関係に着目して分類した。 
なお、本研究は本学倫理委員会の承認を受け、関連する

利益相反はない。 
 
【結果】 AOL と CT は 2 つの Type、POL は 4 つの Type
に分類できた。AOL では、AOL が POL または関節包よ

り浅層に位置し、単一の線維束として分離できるものが

TypeⅠ（78.6％）、 AOL が POL および関節包と同じ層

に位置し、単一の線維束として分離できないものが Type
Ⅱ（21.4％）であった（図 1）。POL では、POL の前縁と

後縁が関節包よりも表層に位置し、単一の線維束として分

離できるものが TypeⅠ（50.0％）、 POL の前縁は分離で

きるが後縁は分離できないものが TypeⅡ-a（10.7％）、

POL の後縁は分離できるが前縁は分離できないものが

TypeⅡ-b（12.5％）、POL の前縁と後縁が分離できないも

のが TypeⅢ（26.8％）であった（図 2）。CT では、 AOL
がCTよりも表層に位置し、互いに分離できるものがType
Ⅰ（52.9％）、AOL と CT が同じ層に位置し、互いに分離

できないものが TypeⅡ（47.1％）であった（図 3）。 
 
【考察】本研究から、独立した形態であった AOL の Type
Ⅰは 78.6％、POL の TypeⅠは 50.0％、CT の TypeⅠは

52.9％であることが明らかになった。一方、不明瞭な形態

であった AOL の TypeⅡは 21.4％、POL の TypeⅡ-a、Ⅱ
-b、Ⅲは合計 50.0％、CT の TypeⅡは 47.1％であること

が明らかになった。先行研究では、AOL の前方に ACT が

付着していたという報告や（Otoshi, 2014）、腱複合体と

関節包の一部が従来の AOL であるという報告もある  

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（Hoshika, 2019）。一方、 POL は後方関節包が肥厚した

ものと考えられており、明確な定義がない（Morrey, 1985）
と報告されている。本研究では、先行研究と同様に AOL・
POL・CT には、独立した形態と不明瞭な形態が存在した。 
 
【結論】 AOL・POL・CT は、独立した形態の Type と不

明瞭な形態の Type に分類することができた。今後は本研

究の結果を基に生体力学的検証を行い、AOL・POL・CT
の機能的役割を明らかにしていく必要がある。 

図 1 AOL の Type 分類（左肘内側方から撮影） 

図 2 POL の Type 分類（左肘内側方から撮影） 

図 3 CT の Type 分類（左肘内側方から撮影） 
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